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［哺乳類学全体にかかわる本］
高槻成紀・粕谷俊雄 編．1998．『哺乳類の生物学［全 5巻］』東京大学出版会．
　第 1巻　分類（金子之史 著）
　第 2巻　形態（大泰司紀之 著）
　第 3巻　生理（坪田敏男 著）
　第 4巻　社会（三浦慎悟 著）
　第 5巻　生態（高槻成紀 著）
哺乳類の生物学について，分類・形態・生理・社会・生態の観点から幅広く学ぶ
ことができる入門書．

大泰司紀之・三浦慎悟 監修．2008．『日本の哺乳類学［全 3巻］』東京大学出版会．
　第 1巻　小型哺乳類（本川雅治 編）
　第 2巻　中大型哺乳類・霊長類（高槻成紀・山極寿一 編）
　第 3巻　水生哺乳類（加藤秀弘 編）
日本の哺乳類研究の最前線を学ぶことができる．哺乳類の進化や生態，保全，被
害問題など幅広く解説されており，哺乳類学に興味のある方には必読の書と言える．

Ohdachi, S. D., Ishibashi, Y., Iwasa, M. A. and Saitoh, T., eds. 2009. 『The Wild 

Mammals of Japan』 Shoukadoh

日本の哺乳類全種について，分布や形態，繁殖，生態などにかかわる基礎的な情
報が簡潔にまとめられており，個々の種に関する情報を素早く入手できる．

山田文雄・池田　透・小倉　剛 編．2011．『日本の外来哺乳類―管理戦略と生態系
保全』東京大学出版会．
日本の外来哺乳類に関する現状や在来種への影響，対策の課題などを学ぶことが
でき，外来種にかかわる方には必読の書と言える．

［野生動物管理にかかわる本］
羽山伸一・三浦慎悟・梶　光一・鈴木正嗣 編．2012．『野生動物管理―理論と技術』
文永堂出版．
日本において蓄積されてきた野生動物管理に関する理論と技術を網羅的に取り扱
っている数少ない教科書である．野生動物管理に携わる者にとってはなくてはな
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らない一冊である．

日本野生動物医学会・野生生物保護学会 監修．2001．『野生動物の研究と管理技術』
文永堂出版．
野生動物の管理や研究に関する考え方や技術を紹介した専門書．その内容は，実
験の設計とデータ処理から始まり，野外および実験室での技術や個体群解析と管理，
生息地の分析と管理まで広範に渡る．

［地図読みにかかわる本］
梶谷耕一．2001．『地図の読み方がわかる本』地球丸．
読図について，地図の基礎知識から読図の実践的なテクニックまでを紹介した入
門書．

村越　真．2001．『道迷い遭難を防ぐ最新読図術』山と溪谷社．
読図について，より実践的なことが多くの事例とともに解説されている．初学者
だけでなく上級者にとっても学ぶことの多い書と言えるだろう．

平塚晶人．2005．『登山技術全書⑧山岳地形と読図』山と溪谷社．
地形図とその場所を撮影した写真を対比して掲載しており，読図のイメージがし
やすい．解説も平易のため，読図について理解のしやすい良書である．

［哺乳類の痕跡にかかわる本］
熊谷さとし．2002．『哺乳類観察ブック』人類文化社．
哺乳類の痕跡や観察について幅広い視点から紹介されている．頭骨標本の作成方
法や足跡の石膏型の採り方などの紹介もあり，哺乳類のフィールド調査の基礎が
学べる良書である．

今泉忠明．2010．『アニマルトラック＆バードトラックハンドブック―野山で見つ
けよう動物の足跡』自由国民社．
動物の足跡が実物大で図示されており，本もハンディーサイズのため，現場での
種判定に役立つ．

熊谷さとし・安田　守．2011．『哺乳類のフィールドサイン観察ガイド』文一総合
出版．
哺乳類の痕跡を読み取る方法について，豊富な写真を用いてわかりやすく紹介さ
れた良書．前後肢の写真も掲載されており，足跡のイメージがしやすい．
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［GISにかかわる本］
古澤拓郎・大西健夫・近藤康久 編．2011．『フィールドワーカーのための GPS・
GIS入門』古今書院．
GPSや GISに苦手意識を持つフィールドワーカーのために作られた数少ない入門
書であり，全編がカラーで非常に見やすい．フリーソフトやデータベースの解説
も充実している．

［食性評価にかかわる本］
西田利貞．2008．『新・動物の食に学ぶ』京都大学学術出版会．
霊長類を中心に，動物の採食行動に関する理論や概念が紹介されており，一読す
ればこの分野のトピックが理解できる．著者や共同研究者の研究エピソードは読
んでいて楽しい．初学者におすすめ．

土肥昭夫・岩本俊孝・三浦慎悟・池田　啓．1997．『哺乳類の生態学』東京大学出
版会．
岩本俊孝氏が執筆している採食の章では，採食行動と関連する数式とその意味が
わかりやすく解説されている．

高槻成紀．2006．『シカの生態誌』東京大学出版会．
食性を含む生態をはじめ，形態，個体群動態と，シカのあらゆるトピックが紹介
されている．長期調査の重要性がわかる良書．

［個体数評価にかかわる本］
森林野生動物研究会 編．1997．『フィールド必携：森林野生動物の調査―生息数推
定法と環境解析―』共立出版．
やや古い書籍であるが，日本で蓄積されてきた野生動物の生息数推定の理論や技
術を幅広く紹介する唯一のテキストである．

斉藤　隆．2002．『森のねずみの生態学』京都大学学術出版会．
ノネズミの個体数変動に関するトピックを，著者の研究内容を交えて紹介した本．
長期データをどう取り扱うか，という点で学ぶべきところが多い．

［生息地評価にかかわる本］
日本林学会「森林科学」編集委員会 編．2003．『森をはかる』古今書院．
「森」の状態を定量化することは生息地評価に欠かせない．「森をはかる」ための
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ノウハウが凝縮された本書は生息地評価においても有益なお勧めの 1冊である．

梶　光一・神崎伸夫・江成広斗・須田知樹．2007．『生息地復元のための野生動物
学』朝倉書店．
野生動物の保護管理を目的に，個体群や生息地を定量的に評価する手法が非常に
分かりやすく紹介されている．和文ではこの書籍でしか紹介されていない理論や
技術もある．

種生物学会 編．2006．『森林の生態学：長期大規模研究からみえるもの』文一総合
出版．
各地で行われている森林の長期継続研究を紹介した本．種子トラップやコドラー
トの設置方法の解説など，参考になる情報が多い．

鷲谷いづみ・宮下　直・西廣　淳・角谷　拓 編．2010．『保全生態学の技法―調査・
研究・実践マニュアル―』東京大学出版会．
生息地評価だけに特化した書籍ではないが，近年の空間統計学を用いた生息地評
価法が分かりすく紹介されている数少ない書籍である．

田中　章．2011．『HEP入門〈ハビタット評価手続き〉マニュアル』朝倉書店．
生息地評価から得られた結果を活用し，戦略的な生物多様性保全を考えるための
理論や技術が詰まった一冊である．
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3S テクノロジー　274
AniMove　277
AniMove for SEXTANTE　278
C3植物　310
C4植物　310
CAM植物　310
civetry　146
CPUE　157, 164
CRL　156
cytocrome b　241
D loop　241
DDBJ　242
Distance Sampling　331, 336
DNA　8, 9, 117, 127, 134, 141, 178, 237, 

239-242
DNA複製酵素　241
DNRGPS　256, 259-260
ENFA　366
FOSS4G　274-275, 280
GDAL/OGR　280
Genbank　242
GIS　246, 274, 281-282
GIS ポータルサイト　363
GLONASS　
GNSS　248
Google Earth　246-247, 256-257, 260, 270
GPS　26, 245, 247
GPS コンパス　252
GPS首輪　271-273
GPSテレメトリー　359
GRASS GIS　254, 255, 278-279
Home Range Plugin　277-278
Iridium　272
KODFX　241
Maxtent　366
MSAS　255

MTSAT　255
OSGeo 財団日本支部　275, ｑ 280
PCR　240-241
PCR-RFLP　241
Picasa　256, 269
PostGIS　280
PostgreSQL　280
Program MARK　331
QGIS　275-276, 279
QIAamp DNA Stool Mini kit　240
Random Encounter Model　348-349
rTaqDNA ポリメラーゼ　241
SPUE　340
UAV　272-273
WAAS　254-255

 
あ

足跡トラップ　8, 229- 230, 236-237

足跡法　332

奄美マングースバスターズ　171

アルゴス　272

暗視カメラ　341 → 自動撮影カメラ
安全確保　11

安全対策　12

安定同位体　309

安定同位体比　309, 311

いきものログ　340

一般化線形モデル　365

遺伝子指紋　332-333

運輸多目的衛星　255

運輸多目的衛星航法補強システム　255

エアカウント　334 → エアセンサス
エアセンサス　314, 334

衛星写真　363

栄養　288
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栄養素　288

栄養素の吸収　288

栄養段階　181

会陰腺　147

エキノコックス症　106

塩基配列　239-242

円座　95

追い出し法　54

オープンソース GIS　274, 280

尾根　14

オリエンテーリングコンパス　16

 
か

回転盤　16

回転盤矢印　16

外部計測値　29

開放個体群　29, 328-329

外来種　3, 4, 7, 106

外来種の対策　4

外来生物法　53, 145

加害種　7-8

核遺伝子　242

確度　315, 338-339

角度の測定　18

学名　29

カシミール 3D　256, 264-265, 269

可塑性　81

偏り　315, 329

カバー　287, 354

カフェテリア実験　356

カメラトラップ　229-320, 333-334 

　→ 自動撮影カメラ
カメラトラップ法　89, 229, 332, 342

眼下腺　53

環境収容力　287

観光ギツネ　99

感作　331

環状食痕　213-214

間接法　357-358

漢方薬　51-52

管理　4

疑攻撃　215

樹擦り　76

希少種　7, 317

気象データ　362

季節移動　41

球状巣　207, 213

空間スケール　356

区画法　61, 332, 335

クマ棚　95

クマハギ　93

クマ結び　93

グラミノイド　43

クルミ割り　205, 209

警戒音　58, 67, 215, 215

計曲線　12-13

系統解析　239

毛皮　105, 114, 138, 144, 154, 190

獣道　45, 361

検出確率　316, 319-321

コアエリア　347

航空写真　363

耕作放棄　105, 284, 322

格子サイズ　293, 299-300

後掌　31

交通事故　115, 184

行動圏　330

高度計　24-25, 252

高度を補正　25

交尾痕　123

剛毛　291-292, 294

肛門腺　101, 147

コールバック法　215

国内移入種　69

個体群管理　5, 323

個体数　313

個体数指数　329-330, 338-339

個体数推定　314-316, 328, 331, 341, 346, 348

個体数推定法　320

個体数推定量　329, 339

個体数センサス　314-315

個体数評価　314

個体数密度　330

個体数モニタリング　5, 337-339

固定カーネル法　278

コンパス　16

 
さ

在 /不在データ　357-358, 362, 364-365

最近傍距離解析　279

採食ライン　49, 57

在データ　357-358, 360-361, 364-365
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サイト占有率モデル　365

サインポスト　102, 129

三角法　359

山座同定　19

シークエンサー　240-241

シクエンス　242

ジオタグフォト　253, 269

時間スケール　328, 356

磁気コンパス　252

磁気偏差　16

指球　31

趾球　31

資源　6, 354

資源選択　318, 354 → 生息地選択
資源選択性評価　353-354

資源量　355

資源利用様式　290

シシ垣　77

磁針　16

自動撮影カメラ　340-341, 343, 347-348, 351, 
361

磁北　16

磁北線　18-19

市民参加型調査　339-340

重量比　301, 305

週齢査定　326

主曲線　12-13

縮尺　12

樹上巣　189, 200-201

種小名　29

出現頻度　290, 301, 306

出猟カレンダー　340

主蹄　31

樹皮剥ぎ　49, 95, 213-214

狩猟カレンダー　340

馴化　331, 358

準絶滅危惧種　3, 139

順応性　5

順応的管理　5, 338-339

純繁殖率　324

消化率　288, 309

掌球　31

消石灰　231-233

除去法　332

食性　287-290, 296

植生鬱閉度　320

植生図　362

食物項目の区分　300

食物網　309-311

蹠行性　36, 160

シルバコンパス　16

進行線矢印　16

人口統計学的閉鎖性　328

侵略的外来種　171

森林計画図　362

スタンプ版　233-236

スポットライトカウント法　335 

　→ ライトセンサス法
スポットライトセンサス法　335 

　→ ライトセンサス法
制限酵素　241

性染色体　242

生息環境の測定　362

生息地　353

生息地管理　5-6, 323

生息地選好性　354-355

生息地選択　354-357, 363

生息地評価　7

生息地利用　7, 328, 355

生息適地　366

生存時間解析　324, 326

生態的密度　330-331

正置　17-18

整腸作用　176

性的二型　99, 116, 238

精度　315, 329, 338-339

性判定　242

赤外線センサー　342

背擦り　86

絶対個体数　329, 348

説明責任　5, 339

絶滅　3, 51, 114, 138, 166

絶滅危惧種　313, 315-316

絶滅の恐れのある地域個体群　80

選好性　290-291 → 生息地選好性
センサーカメラ　341 → 自動撮影カメラ
潜在的生息地　354

前掌　31

選択　291 → 生息地選択
全地球航法衛星システム　248

全地球測位システム　245

全長　30

セントステーション　99, 231, 237

占有率　365
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層化ランダム標本抽出　318

相対個体数　329, 348

相対密度　229, 336, 350-351

足底球　31

属名　29

疎密度　330-331

 
た

代謝　288

谷　14

ため糞　44, 63, 91, 110, 119-120, 141, 146, 
206, 240

単純ランダム標本抽出　317

炭素・窒素安定同位体比　309, 312

炭素安定同位体比　310

地図記号　24

窒素安定同位体比　310

中間捕食者解放仮説　231

調査者バイアス　340

鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関
する法律 338

鳥獣被害防止特別措置法　322-323

腸上皮細胞　240

頂臀長　156

直接法　357-358

地理情報システム　246, 274

地理的閉鎖性　328

角こすり　50, 66

角研ぎ　50

爪痕　50, 86, 96, 124

ディアライン　49

ディファレンシャル補正　249

適応的標本抽出　319

デジカメプラグイン　268-269

テレメトリー　271, 359

電気泳動　241

天然記念物　67, 172

デンプン消化減退　288

等高線　12, 14

頭胴長　30

特定外来生物　53, 145

特定鳥獣保護管理計画　322-323, 338

特別天然記念物　60, 67

登山道　24, 26

都市ギツネ　99

トラッキングトンネル　232

トラックプレート　231-233, 236

トラップシャイ　350

トラップハッピー　346, 350, 359

トレイルカメラ　333-334, 341 

　→ 自動撮影カメラ
泥浴び　75

泥擦り　76

 
な

ナビゲーション　248

なわばり　58, 60-61, 101, 119, 141, 198

ぬたうち　75

ぬた場　51, 75-76

寝屋　73

粘着シート　233

 
は

ハプロタイプ　241

板歯　47

ピーク　14, 24

被害防除　5, 7-8, 323

尾長　30

非定常性　5

人と動物の共通感染症　162

標識再捕獲法　331-333, 346, 348

標準和名　29

標本抽出　316

標本調査区　317, 328-329

フェノロジー　307, 321, 328

不確実性　5

複合被害　75

副蹄　46, 56, 63-64, 67

袋角　39, 50-51, 53

不在データ　357-358, 360-361, 365

普通種　316-317

プライマー　240-242

ブラウザー　62

糞 DNA　8, 237-239, 242

糞塊法　332, 336

分子生物学的手法　237-239

分布　354

分布拡大解析　279

糞粒区画法　54

糞粒法　332, 336

ヘアートラップ　89

4-3＿索引_cs6.indd   428 2015/02/12   16:13:24



429

事項索引

ベイト　342

ペリット　220, 241, 290, 295

偏角　16

偏角補正　18

ポイント枠法による占有比　302, 305

放射性セシウム　327

ホーミング　358

捕獲効率　325

保護　4

保護管理　4

補助曲線　12

保全　4-5

歩測　24-25

保存　4

北極点　16

 
ま

マークリサイト法　348

マイクロサテライト　242

真北　16

マッピング　248

マナー　12, 191

マルチパスエラー　250

マングース探索犬　166, 168-169

ミトコンドリア DNA　241

無人撮影装置　334 → 自動撮影カメラ
目撃効率　325, 340

モニタリング　5

モビング　215

 
や

野外調査における安全と事故の防止　12

野外調査の安全マニュアル案　12

野生動物管理　4-5

野生動物保護管理　4

山くじら　77

誘引　55, 99, 215, 231-232, 342, 347

指　31

養孤業　105

養殖　144, 154

容積比　302

 
ら

ライトセンサス法　335

ライントランセクト法　321, 331-332

ラジオテレメトリ　359

乱獲　114, 138, 154

リアルタイム DGPS　246

リス・ムササビネットワーク　195

リスクマップ　284-285

リター　166

利用　291 → 生息地利用
利用可能量　355 

累積コスト距離解析　279

レッドデータブック　3, 139

レッドリスト　80, 172

ロジスティック回帰分析　283, 365

 
わ

ワイルドライフ　4
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Abies homolepis → ウラジロモミ
Accipiter gentilis → オオタカ
Acer mono var. marmoratum → イタヤカエデ
Actinidia arguta → サルナシ
Aesculus turbinata → トチノキ
Akebia quinata → アケビ
Angelica keiskei → アシタバ
Aonyx cinereus → アジアコツメカワウソ
Apodemus speciosus → アカネズミ
Aucuba japonica → アオキ
Babina holsti → ホルストガエル
Babina subaspera → オットンガエル
Butastur indicus → サシバ
Callosciurus erythraeus → クリハラリス
Callosciurus erythraeus erythraeus 

　→ タイワンリス
Canis familiaris → イヌ
Canis latrans → コヨーテ
Canis lupus → オオカミ
Capricornis crispus → ニホンカモシカ
Capricornis swinhoei → タイワンカモシカ
Cardiodactylus guttulus → マダラコオロギ
Castanea crenata → クリ
Celtis sinensis → エノキ
Cervus nippon → ニホンジカ
Cervus nippon centralis → ホンシュウジカ
Cervus nippon keramae → ケラマジカ
Cervus nippon mageshimae → マゲシカ
Cervus nippon nippon → キュウシュウジカ
Cervus nippon pulchellus → ツシマジカ
Cervus nippon yakushimae → ヤクシカ
Cervus nippon yesoensis → エゾシカ
Chamaecyparis obtusa → ヒノキ
Citrullus lanatus → スイカ
Citrus natsudaidai → ナツミカン
Clethra barbinervis → リョウブ
Cryptomeria japonica → スギ
Cucumis melo → メロン
Damnacanthus indicus → アリドオシ
Dendrocopos major → アカゲラ
Dendropanax trifidus → カクレミノ
Dioscorea japonica → ヤマノイモ

Diplothrix legata → ケナガネズミ
Echinococcus multilocularis → エキノコックス
Elaphe climacophora → アオダイショウ
Elaphe taeniura friesei → タイワンスジオ
Elaphomyces granulatus → ツチダンゴ
Eurya japonica → ヒサカキ
Fagus crenata → ブナ
Felis catus → イエネコ
Gallus gallus domesticus → ニワトリ
Glycine max subsp. Max → ダイズ
Hamamelis japonica var. obtusata 

　→ マルバマンサク
Heracleum lanatum → オオハナウド
Herpestes auropunctatus → フイリマングース
Herpestes javanicus → ジャワマングース
Ipomoea batatas → サツマイモ
Juglans mandshurica var. sachalinensis 

　→ オニグルミ
Larix kaempferi → カラマツ
Lepus brachyurus → ニホンノウサギ
Lutra lutra → ユーラシアカワウソ
Lutra sumatrana → スマトラカワウソ
Lutrogale perspicillata → ビロードカワウソ
Lysichiton camtschatcense → ミズバショウ
Macaca fuscata → ニホンザル
Macaca fuscata fuscata → ホンドザル
Macaca fuscata yakui → ヤクシマザル
Machilus thunbergii → タブノキ
Magnolia obovata → ホオノキ
Martes melampus → ニホンテン
Martes melampus coreensis → コウライテン
Martes melampus melampus → ホンドテン
Martes melampus tsuensis → ツシマテン
Martes pennanti → フィッシャー
Martes zibellina → クロテン
Martes zibellina brachyura → エゾクロテン
Meles anakuma → ニホンアナグマ
Meles leucurus → アジアアナグマ
Meles meles → ヨーロッパアナグマ
Microtus montebelli → ハタネズミ
Miscanthus sinensis → ススキ
Muntiacus reevesi → キョン
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Mustela erminea → オコジョ
Mustela itatsi → ニホンイタチ
Mustela itatsi sho → コイタチ
Mustela nivalis → イイズナ
Mustela sibirica → シベリアイタチ
Mustela sibirica coreana → チョウセンイタチ
Neovison vison → アメリカミンク
Nipponia nippon → トキ
Nyctereutes procyonoides → タヌキ
Nyctereutes procyonoides albus → エゾタヌキ
Nyctereutes procyonoides ussuriensis 

　→ ウスリータヌキ
Nyctereutes procyonoides viverrinus 

　→ ホンドタヌキ
Odocoileus virginianus → オジロジカ
Odorrana amamiensis 

　→ アマミハナサキガエル
Odorrana splendida 

　→ アマミノイシカワガエル
Paguma larvata → ハクビシン
Panthera onca → ジャガー
Panthera tigris → トラ
Pentalagus furnessi → アマミノクロウサギ
Petasites japonicus → フキ
Petaurista leucogenys → ムササビ
Petaurista leucogenys leucogenys 

　→ キュウシュウムササビ
Petaurista leucogenys nikkonis 

　→ ニッコウムササビ
Petaurista leucogenys oreas 

　→ ワカヤマムササビ
Phasianus colchicus → キジ
Picea abies → ドイツトウヒ
Picea glehnii → アカエゾマツ
Pinus densiflora → アカマツ
Pinus parviflora → ゴヨウマツ
Pipistrellus sturdeei 
　→ オガサワラアブラコウモリ
Plestiodon kishinouyei → キシノウエトカゲ
Pollia japonica → ヤブミョウガ
Prionailurus bengalensis → ベンガルヤマネコ
Prionailurus bengalensis euptilurus 

　→ アムールヤマネコ
Prionailurus bengalensis euptilurus 

　→ ツシマヤマネコ
Prionailurus bengalensis iriomotensis 

　→ イリオモテヤマネコ

Procambarus clarkii → アメリカザリガニ
Procyon lotor → アライグマ
Protobothrops flavoviridis → ハブ
Prunus grayana → ウワミズザクラ
Prunus jamasakura → ヤマザクラ
Prunus persica → モモ
Pteromys momonga → ニホンモモンガ
Pteromys volans → タイリクモモンガ
Pteromys volans orii → エゾモモンガ
Pteropus dasymallus yayeyamae 

　→ ヤエヤマオオコウモリ
Pteropus loochoensis → オキナワオオコウモリ
Quercus crispula → ミズナラ
Quercus dentata → カシワ
Quercus serrata → コナラ
Rattus rattus → クマネズミ
Rhododendron obtusum var. kaempferi 
　→ ヤマツツジ
Sciurus lis → ニホンリス
Sciurus vulgaris → キタリス
Solanum lycopersicum → トマト
Sorex unguiculatus → オオアシトガリネズミ
Spilornis cheela → カンムリワシ
Strix uralensis → フクロウ
Sus scrofa → イノシシ
Sus scrofa domesticus → イノブタ
Sus scrofa domesticus → ブタ
Sus scrofa leucomystax → ニホンイノシシ
Sus scrofa riukiuanus 

　→ リュウキュウイノシシ
Swida controversa → ミズキ
Swida macrophylla → クマノミズキ
Thereuopoda clunifera → オオゲジ
Tokudaia osimensis → アマミトゲネズミ
Trachelospermum asiaticum → テイカカズラ
Turdus pallidus → シロハラ
Ulmus davidiana var. japonica → ハルニレ
Ursus americanus → アメリカクロクマ
Ursus arctos → ヒグマ
Ursus arctos horribilis → グリズリー
Ursus arctos lasiotus → ウスリーヒグマ
Ursus arctos yesoensis → エゾヒグマ
Ursus thibetanus → ツキノワグマ
Ursus thibetanus japonicus 

　→ ニホンツキノワグマ
Vespa simillima xanthoptera 
　→ キイロスズメバチ
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Vespula flaviceps → クロスズメバチ
Viola tricolor → パンジー
Vitis coignetiae → ヤマブドウ
Vulpes vulpes → アカギツネ
Vulpes vulpes japonica → ホンドギツネ
Vulpes vulpes schrencki → キタキツネ
Zanthoxylum piperitum → サンショウ
Zea mays → トウモロコシ
Zelkova serrata → ケヤキ
Zosterops japonicus → メジロ

 
ア

アオキ （Aucuba japonica）　54

アオダイショウ （Elaphe climacophora）　215

アカエゾマツ （Picea glehnii）　198, 202,

アカギツネ （Vulpes vulpes）　98-99, 102-106, 
112-114, 122-123, 134-135, 150, 199, 220, 
224, 228

アカゲラ （Dendrocopos major）　138

アカネズミ （Apodemus speciosus）　97, 214, 
220

アカマツ （Pinus densiflora）　193, 205, 
208-209

アケビ （Akebia quinata）　129

アジアアナグマ （Meles leucurus）　116

アジアコツメカワウソ （Aonyx cinereus）　239

アシタバ （Angelica keiskei）　55

アナグマ → ニホンアナグマ
アマミトゲネズミ （Tokudaia osimensis）　171

アマミノイシカワガエル （Odorrana splendida)　
171-172

アマミノクロウサギ （Pentalagus furnessi）　
165, 170-171

アマミハナサキガエル （Odorrana amamiensis）　
172

アムールヤマネコ （Prionailurus bengalensis 
euptilurus）　179

アメリカクロクマ （Ursus americanus）　310, 
361

アメリカザリガニ （Procambarus clarkii）　
141, 143

アメリカミンク （Neovison vison）　134-137, 
141

アライグマ （Procyon lotor）　31, 155, 159-162, 
221, 225-226, 228, 231, 235

アリドオシ （Damnacanthus indicus）　54

イイズナ （Mustela nivalis）　141

イエネコ （Felis catus）　175-176, 199, 215, 
225, 228, 235

イタチ → ニホンイタチ
イタヤカエデ （Acer mono var. marmoratum）　

202

イヌ （Canis familiaris）　101-102, 106, 112, 
115, 215-217, 220, 224, 226, 228

イノシシ （Sus scrofa）　46-47, 50-51, 64, 
68-78, 91, 222, 227, 281-285, 293, 295, 
296, 297, 304-305, 307, 308, 322-327, 
343-344, 354

イノブタ （Sus scrofa domesticus）　69

イリオモテヤマネコ （Prionailurus bengalensis 
iriomotensis）　29, 172-178, 233

ウスリータヌキ （Nyctereutes procyonoides 
ussuriensis）　109

ウスリーヒグマ （Ursus arctos lasiotus）　79

ウラジロモミ （Abies homolepis）　49

ウワミズザクラ （Prunus grayana）　91

エキノコックス （Echinococcus multilocularis）　
240

エゾクロテン （Martes zibellina brachyura）　
133, 138-139

エゾシカ （Cervus nippon yesoensis）　40, 
81-82, 86, 265, 311, 312, 338

エゾタヌキ （Nyctereutes procyonoides albus）　
107

エゾヒグマ （Ursus arctos yesoensis）　79

エゾモモンガ （Pteromys volans orii）　197

エノキ （Celtis sinensis）　38

オオアシトガリネズミ （Sorex unguiculatus）　
137-138

オオカミ （Canis lupus）　3

オオゲジ （Thereuopoda clunifera）　165

オオタカ （Accipiter gentilis）　215

オオハナウド （Heracleum lanatum）　85

オガサワラアブラコウモリ （Pipistrellus 
sturdeei）　3

オキナワオオコウモリ （Pteropus loochoensis）　
3

オコジョ （Mustela erminea）　141

オジロジカ （Odocoileus virginianus）　347, 
350

オットンガエル （Babina subaspera）　166-
167, 172

オニグルミ （Juglans mandshurica var. 
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sachalinensis）　205, 208-209, 213-214

 
カ

カクレミノ （Dendropanax trifidus）　54, 57

カシワ （Quercus dentata）　198

カモシカ → ニホンカモシカ
カラマツ （Larix kaempferi）　198

カンムリワシ （Spilornis cheela）　177, 215

キイロスズメバチ （Vespa simillima 
xanthoptera）　212

キジ （Phasianus colchicus）　100

キシノウエトカゲ （Plestiodon kishinouyei）　
175

キタキツネ （Vulpes vulpes schrencki）　98-99

キタリス （Sciurus vulgaris）　200-202

キツネ → アカギツネ
キュウシュウジカ （Cervus nippon nippon）　

40

キュウシュウムササビ （Petaurista leucogenys 
leucogenys）　185

キョン （Muntiacus reevesi）　52, 54-56, 58-59

クマネズミ （Rattus rattus）　165, 170-171

クマノミズキ （Swida macrophylla）　38-39

クリ （Castanea crenata）　38, 75

グリズリー （Ursus arctos horribilis）　361

クリハラリス （Callosciurus erythraeus）　
207-208, 210-211, 213-215

クロスズメバチ （Vespula flaviceps）　94　
クロテン （Martes zibellina）　132-138

ケナガネズミ （Diplothrix legata）　171

ケヤキ （Zelkova serrata）　35

ケラマジカ （Cervus nippon keramae）　40

コイタチ （Mustela itatsi sho）　140

コウライテン （Martes melampus coreensis）　
126

コナラ （Quercus serrata）　96

ゴヨウマツ （Pinus parviflora）　205

コヨーテ （Canis latrans）　99

 
サ

サシバ （Butastur indicus）　215

サツマイモ （Ipomoea batatas）　159

サル → ニホンザル
サルナシ （Actinidia arguta）　86, 129, 134

サンショウ （Zanthoxylum piperitum）　35, 38

シカ　273, 290 → ニホンジカ
シベリアイタチ （Mustela sibirica）　181, 

238-239

ジャガー （Panthera onca）　348

ジャワマングース （Herpestes javanicus）　163

シロハラ （Turdus pallidus）　165

スイカ （Citrullus lanatus）　158, 161,

スギ （Cryptomeria japonica）　57, 93, 95, 180, 
186, 189-190, 193-194, 213,

ススキ （Miscanthus sinensis）　57, 73, 169,

スマトラカワウソ （Lutra sumatrana）　239

 
タ

ダイズ （Glycine max subsp. Max）　55

タイリクモモンガ （Pteromys volans）　192-
194, 196-203

タイワンカモシカ （Capricornis swinhoei）　
60,

タイワンスジオ （Elaphe taeniura friesei）　215

タイワンリス （Callosciurus erythraeus 
erythraeus）　211, 213

タヌキ （Nyctereutes procyonoides）　31, 91, 
101-103, 106, 108-115, 119-120, 122-123, 
141, 146, 148, 150-151, 153-154, 158, 160, 
224, 226, 228, 235, 291, 344

タブノキ （Machilus thunbergii）　177

チョウセンイタチ （Mustela sibirica coreana）　
140-141

ツキノワグマ （Ursus thibetanus）　49-50, 87, 
91-97, 120, 146, 226-227, 317, 342-343, 
346, 355-356, 358, 360

ツシマジカ （Cervus nippon pulchellus）　40

ツシマテン （Martes melampus tsuensis）　
126-127, 181-182

ツシマヤマネコ （Prionailurus bengalensis 
euptilurus）　29, 173, 178-184

ツチダンゴ （Elaphomyces granulatus）　327

テイカカズラ （Trachelospermum asiaticum）　
54

テン → ニホンテン
ドイツトウヒ （Picea abies）　208

トウモロコシ （Zea mays）　82, 90, 100, 153, 
158

トキ (Nipponia nippon）　131

トチノキ （Aesculus turbinata）　96

トマト （Solanum lycopersicum）　158
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トラ （Panthera tigris）　348

 
ナ

ナツミカン （Citrus natsudaidai）　152

ニッコウムササビ （Petaurista leucogenys 
nikkonis）　185

ニホンアナグマ （Meles anakuma）　74, 110, 
113-125, 146, 148, 150, 154, 220, 223, 228, 
235, 291

ニホンイタチ （Mustela itatsi）　9, 101, 105, 
129-130, 139-140, 142-143, 238-239

ニホンイノシシ （Sus scrofa leucomystax）　69

ニホンカモシカ （Capricornis crispus）　44, 46, 
48, 58-67, 72, 91, 222, 227, 238, 314, 335

ニホンザル （Macaca fuscata）　32-39, 72, 95, 
160, 221, 226-227, 277, 279, 328, 339, 
343-344, 356-358, 360, 364

ニホンジカ （Cervus nippon）　38-39, 42-51, 
53, 55-58, 60, 62-67, 72, 77, 87, 90-91, 
100, 105, 134, 219, 222, 227, 238, 296, 
314, 323, 329, 334-338, 343, 361, 361

ニホンツキノワグマ （Ursus thibetanus 
japonicus）　88

ニホンテン （Martes melampus）　9, 101, 120, 
126-131, 134-135, 138-139, 141, 183, 221, 
223, 228, 235, 238-239

ニホンノウサギ （Lepus brachyurus）　48, 66, 
128, 206, 217-219, 221, 226, 228, 241, 317

ニホンモモンガ （Pteromys momonga）　187, 
189-191, 193-196

ニホンリス （Sciurus lis）　204, 206-209, 
213-214

ニワトリ （Gallus gallus domesticus）　118, 
137-138

ネコ → イエネコ
ノイヌ → イヌ
ノウサギ → ニホンノウサギ

 
ハ

ハクビシン （Paguma larvata）　109, 113, 
144-151, 153-154, 225, 228

ハタネズミ （Microtus montebelli）　219

ハブ （Protobothrops flavoviridis）　163

ハルニレ （Ulmus davidiana var. japonica）　
198

パンジー （Viola tricolor）　55

ヒグマ （Ursus arctos）　78-84, 86-87, 309, 311, 
312, 358, 360

ヒサカキ （Eurya japonica）　54

ヒノキ （Chamaecyparis obtusa）　49, 57, 180, 
186, 213

ビロードカワウソ （Lutrogale perspicillata）　
239

フィッシャー （Martes pennanti）　233

フイリマングース （Herpestes auropunctatus）　
162-172, 232

フキ （Petasites japonicus）　82, 85

フクロウ （Strix uralensis）　220, 241

ブタ （Sus scrofa domesticus）　69

ブナ （Fagus crenata）　35, 91, 96, 193

ベンガルヤマネコ （Prionailurus bengalensis）　
173, 178-181

ホオジロムササビ → ムササビ
ホオノキ （Magnolia obovata）　96

ホルストガエル （Babina holsti）　167

ホンシュウジカ （Cervus nippon centralis）　40

ホンドギツネ （Vulpes vulpes japonica）　98-99

ホンドザル （Macaca fuscata fuscata）　32

ホンドタヌキ （Nyctereutes procyonoides 
viverrinus）　107, 109

ホンドテン （Martes melampus melampus）　
126-127, 238

 
マ

マゲシカ （Cervus nippon mageshimae）　40

マダラコオロギ （Cardiodactylus guttulus）　
165, 175

マルバマンサク （Hamamelis japonica var. 
obtusata）　66

マングース → フイリマングース
ミズキ （Swida controversa）　96-97

ミズナラ （Quercus crispula）　94-96, 186, 190, 
205

ミズバショウ （Lysichiton camtschatcense）　85

ミンク → アメリカミンク
ムササビ （Petaurista leucogenys）　184-185, 

187-191, 193-195, 201-202, 208, 213

メジロ （Zosterops japonicus）　212

メロン （Cucumis melo）　158

モモ （Prunus persica）　153
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ヤ

ヤエヤマオオコウモリ （Pteropus dasymallus 
yayeyamae）　175

ヤクシカ （Cervus nippon yakushimae）　40

ヤクシマザル （Macaca fuscata yakui）　32

ヤブミョウガ （Pollia japonica）　54

ヤマザクラ （Prunus jamasakura）　129

ヤマツツジ （Rhododendron obtusum var. 
kaempferi）　54,

ヤマノイモ （Dioscorea japonica）　74

ヤマブドウ （Vitis coignetiae）　82, 86, 95, 97, 
134

ユーラシアカワウソ （Lutra lutra）　239

ヨーロッパアナグマ （Meles meles）　116-119, 

 
ラ

リュウキュウイノシシ （Sus scrofa riukiuanus）　
69

リョウブ （Clethra barbinervis）　49

 
ワ

ワカヤマムササビ （Petaurista leucogenys 
oreas）　185
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